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領

笠
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防

防

音
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診
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柵

人

表
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闘
で
「
市
長
に
手
紙
を
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す
旬
間
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et系孝
司

王

毒

昭

手

二

十

九

年

問
納

税
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議

竺
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ゲ

日

旬
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ま
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で
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設
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な

御

意
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岡
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ド
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刊
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募

規

定
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a

竺
大
村
市
に
於
け
る
優
良
一

A
組
合
の
適
正
規
模
ム

，
山
仏
①
期
間
l
昭
和
三
十
年
六
月
一
日
よ
り
…
…納
税
関
休
の
表
彰
式
は
丘
一
組
合
の
繍
充
ム
市
側
に

『

・

r
十

日

ま

で

…

一月
二
十
四
日
午
後
二
時
h

一
封
す
る
要
望
事
項
、
そ

一

3
4
L
L可
②
様
式
は
封
書

ハ
グ
キ
で
も
綿
槽
で
す
一
一ら
中
央
公
民
舘
陀
於
て
開
一
の
他
に
つ
い
て
活
波
注

一

i
潟
③
住
所
、
氏
名
、
年
令
、
職
業
を
明
記
…
一他
さ
れ
，
大
村
市
長
か
ら
一
意
見
の
交
換
を
行
い
、
一

ー
手
し
て
い
在
い
も
の
は
採
り
ま
せ
ん
。
…
一左
記
の
被
表
彰
閣
体
代
表
一
納
税
の
完
途
を
目
指
し
一

月

こ

@

隠

苦

笑

村

市

民

に

限

t
手
紙
は
…
一
及
び
側
人
に
感
謝
欣
と
金
一
て
一
清
努
力
す
る
こ
と

一

い
犬
村
市
長
大
村
純
設
あ
て
、
ハ
大
村
一
二
封
を
贈
呈
、
被
表
彰
者
一
を
強
調
し
て
午
後
五
時
一

6
E
局
直
内
大
村
市
役
所
市
民
課
ゾ
表
区
一
を
代
表
し
て
紳
近
信
氏
よ
一
散
会
し
た
。
一

本
山
巾
は
「
市
長
に
手
紙
」
主
朱
書
し
て
下
一
一
り
謝
併
が
述
ぺ
ら
れ
記
念
一
被
表
彰
者
は
戎
の
遇
。
。
一

さ

い

。
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市
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係
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す
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一
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一

海
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測

並

に

水

質

分

養

殖

業

の

重

要

性

忙

臆

一

一

一

一
巾
、
職
員
宿
合
一
く
し
ま
二
、
四
九
ト
ン
一
訴
器
械
器
具
一
式
、
生

え
る
も
で
あ
る
e
か

、

特

一

一

一

一
一
五
、

O
坪
、
そ
の
他
一
一

O
馬

力

一

物

研

究

器

械

持

具

戸

式

に

大

村

潤

の

一

般

漁

業

一

一

一

一

二

二
、
五
坪

一

兵

珠

養

埴

設

備

一

式

、

一

ハ

経

済

課

)

資

源

の

調

査

研

究

を

行

一

「

し

、

ー

一

l
i
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
l
i
-
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昭
和
二
十
九
年
一一

月
以
来
玖
島
崎
の
元

大

村

将

一

う

こ

た

た

っ

て

い

る

一

-

づ

芦

♂

坪

五

坪

延

一

永

年

勤

続

の

元

職

員

を

表

彰

買
珠
会
枇
一
跡
忙
建
設
中
の
国
立
質
珠
研
究
所
大
村
一
の
で
、
零
細
漁
業
で
行
一
〔
総
工
費
〕
:
一
昭
和
十
七
年
中
日
川
施
予

一寺
境
喜
代
作
(
十
三
年
υ

支
所
の
開
所
式
は
、
去
る
五
月
三
十

一
日
午
前
十
一
き
悩
み
欣
態
に
あ
る
犬
一
七
、

O
二
二、

0
0
0同
一
以
来
、
行
支
斤
二
川
年
叫
ん
出
口
卯
三
郎

時
半
か
ら
企
所
で
皐
行
3
れ

た

。

一

村

濁

漁

業

者

は

、

今

後

一

〔

遺

築

期

3

一
続
し
、
市
制
釦
一
加
か
た
め
一
家
同
一
管
内
郎
，

一
大
い
に
企
研
究
所
の
機
一

f

一

一

当
日
は
水
港
庁
長
官
代

が

贈

ら

れ

た

。

一

一

第

一

明

工

事

ハ

庁

舎

、

職

一

庇

護

し

て

、

去

る

四

月

三
二

潮

好

グ

理
岡
本
漁
政
課
長
、
小
谷

一

本
研
究
所
の
設
立
目
一
能
を
活
用
し
て
新
し
い
一
貫
宿
缶
、
そ
の
他
)
一
十
日
退
職
し
た
元
職
員
十
一
平
松
初
腐

買
珠
班
長
、
高
山
県
研
本

一

刊
は
、
質
珠
蕎
理
事
業
一
漁
業
の
行
き
方
を
開
拓
一

自
昭
和
二
九
三
-
月
一
一
四
名
医
対
し
、
正
月
二
十
一山

口

末

武

所
長
、
小
関
技
官
、
知
事

一

m
振
興
そ
闘
る
た
め
水
一

す
る
之
と
が
希
望
さ
れ

一

八
日
、
至
昭
和
二
九
年
一
三
日
午
前
十
時
か
ら
市
役
一付

井

芳

作

一

一

て

い

る
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一

一
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理
池
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産
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設
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叱
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1
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五
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市
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岡

茂

一
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一
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、
全
所
の
主
在
規
一
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一
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制
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水
産
課
長
そ
の
他
、
関
一

①
真
珠
社
ぴ
質
珠
貝
吃

一

一

戸

一

期
工
事
〈
施
荷
作
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一
議
長
ま
か
全
職
員
参
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一吉

川

股

係
者
六
十
歩
及
川
席
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一

関
ナ
る
特
種
試
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研
究
一模
と
施
設
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攻
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通
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一室
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養
殖
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倉
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一
下
K
船
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。
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倉
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を
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・

犬

村
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関

所

式
に
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関
係
者
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・
出
援
を
前
に
市
長
。
酷
剛

下
・
現
典
た
る
撮
縦
突
渇

「
市
政
だ
よ
“
三

F
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速
や
か
に
配
付
の
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、

よ
く
お
讃
み
下
さ
い
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の
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簿
記
議
」
肢
か
開
設

多

数

受

講

下

け
の
び、

そ
こ
に
地
存
き

れ
、
後
で
話
一
え
な
被
害
を

及
帰
す
三
と
と
在
り
ま
す

っ
で
、
に
乍
は
、
病
害
虫

の
逓
嘩
地
主
少
く
す
る
た

め
林
組
作
業
を
一
持
肥
す

A
講
座
内
容
簿
記
〈
初
歩
J

-

主
う
中
合
せ
ま
し
た
D

A
講
師
久
松
先
生
(
久
松
計
理
事
務
所
)一
一で
山
川
飛
得
る
限
h

り
六
月
丘

ム
開
講
期
間
六
月
十
一で

日
よ
り
八
月
十
八

日

一

:
一日
ま
で
ζ

は、

一
毛
作
間

ま
で
ハ
毎
週
月
、
木
開
明
日
午
後
六
時
よ
り
一
一地
の
排
旭
堂
兎
了
す
る
よ

脇
除
に
営
り
苗
代
よ
り
臨

一う
情
J
K
農
家
っ
皆
さ
ん

。

逐
き
れ
そ
持
虫
が
、
緋
や

一御
協
力
を
、

h
A胤
い
し
ま

し
て
い
を
い
水
叶
地

陀
逓

m

す
。
(
竹
松
農
業
喬
員
合
)

申

込

病稲山川

め
の
沼
山

吃
つ
い

順
在
気

相
営
左

予
慢
さ

い
で
し
k
う
か
。

に
あ
る
青
少
竿
を

と
い
わ
余
、
青
少

導
刊
注
場
に

あ
る

わ
歩
、
所
ら
し
い

将
来
に
つ
い
℃
愛

つ
人
々

D
舟
し
く

な
け
れ
ば
な
ら
な

な
問
題
?
す
。
「

に
供
、
け
る
担
問
せ
い

者
実
態
調
査

一
巴

前
盆
釘
敬

D
年

内

少

に
漸
唱
。
傾
凋
に

で
今
後
各
階
乃
指

を
週
じ
こ
れ
が
撲

を
強
力
に
推
進
す

に
な
り
ま
し
た
の

各
位
。
御
協
力
を

致
し
ま
す
。

ハ
間
一馳
事
務
所
)

さ

し、

ポ
ン
繭
を
防
げ

覚

ぜ
い
剤
封
策
協
議
曾

は
い
な

児
童
一
同
枇
週
品
行
事
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
魔
危
険
期

せ
い
剤
対
策
協
議
会
は
丘
月
二
十
一一
白
午
後
二
時
か
持
叫
視

ら
大
村
保
健
所
の
主
催
に
よ
り
巾
央
公
民
舘
で
開
催
一
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